南西諸島における「数の数え方」の調査(I) by 宮崎 勝弐
165 
南西諸島における「数の数 え方」の調査(I)






























(1) 大石初太郎 ，上村幸雄「方言と標準語」 p.13。
(2) 外間守善「沖縄の言語史」 p.2。



















































































































































































本土方言の aiueoの五母音に対して，琉球方言は， ai uの三母音であり，両方言が通
じにくい，いちばん大きな理由にな っている。
しかし， eと0の母音ははじめからなかった
わけではなく，図のように， eは iに， 0はU
に変わ ってしま ったために三母音にな ってしま



















ヨッツ（ 4) yQ_ttsu 
ココノツ （9) ko-k-ono-tsu 
トゥ(10) t6 
ゴ (5) g, 
ロク (6) roku 
ゴ ジュ ウ (50) g~J• 一U 











ヒ ャ ク (100) を mumuti 
という。これは 100をモモ (momo)と言った変形であることは言うまでもない。









































































であ った。 hata 乃至 pataは古い時代には使ったかも知れないが，明治以降の niju が
力を得て，忘れられたもののようである 。















私たちは，数を数えるのに，ふつう ひとつ， ふたつ， みっつ， よっつ，…… とい
う数え方 （以下これを Aの数え方と呼ぶことにしよう ）と，
(8) 広辞苑に 「はた」 20とある。
170 宮崎勝式
イチ， 二， サ‘ノ， 、ン ，
という数 え方（以下これを Bの数え方と呼ぶことに しよ う）との 2つの数え方を使 っている。










とうここのつ ＝ tiikukunuchi (19) 
のあとは ニンドウ ＝ nindu (20) 
となり，そのあとは，
ニソト『ゥ イチ ． ニンド ゥニ， 二‘ノト，.ウサン，
とつづいていく。つまり 20から先は Bの数え方に合流していくのである。
これは奄美諸島，沖縄諸島とも同様であるが，宮古諸島，八重山諸島になると地域によ って
A の数え方が 20 を超え， 30 を超え• ••••更に 100 を超えてどこまでもつづいていくのである。
以上をまとめると大体次のようになるとい ってよいであろう。
（日本語 ）
A 1 → 2 → 3 → 4 → ・・ → 9 → 10 
ヽ
B 1 → 2 → 3 → 4 → ・・→ 9 → 10→ 11 → 12→ ・ → 19→ 20→ 21 → ..．． 
（奄美 ・沖縄 ）
A 1 → 2 → 3 → 4 → ・ → 9 → 10→ 11 → 12→ ・・→ 19 
‘̀  B 1 → 2 → 3 → 4 → ・ → 9 → 10→ 11 → 12→ ・・→ 19→ 20→ 21 → 22→ .． .. 
（宮古 ・八重山 ）
A 1 → 2 → 3 → 4 → .. → 9 → 10→ 11 → 12→ ・ → 19→20→ 21 → 22→ ・ → 
B 1 → 2 → 3 → 4 → ・ → 9 → 10→ 11 → 12→ • • • → 19→ 20→ 21 → 22→ ・ • • → 
大凡，上の表のようにまとめられると思われるが，これだけの結果から我が国の古い時代の
「数の数え方」は， A, B 2つの流れが併存していたのではなかろうかとい う推定も成り立つ
のではあるまいか。
3. 上でのべた 1, 2の判断のために各地をまわって収集した具体的な資料をあげることに
しよ う。
A 沖縄諸島
〔首里地区，玉城仁用氏 (M.42)，多和田真淳氏 (M.40)，尚静子氏 (M.31)〕
(9) 
(9) 略記号 Mは明治， Tは大正 ，Kは慶応。
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u ti i chi 
ut恥 hi
































おひとつ， おふたつ， おみ っつ， およ っつ，……
に対応するものであることがわかる 。
しかし私たちは，
おじゅう いち， おじゅうに，．．．．．， おにじ ゅ う，. . •…






1 ti i巨 i
6muts1 
2 tatsi 3 m iピi
7 nanatsi 8 y云旦
〔国頭村奥， 宮城親昌氏 (M.34)〕
1旦旦chi
6 much i 
100 paku 
2 tachi 3miichi 
7 nanachi 8 y云chi
〔伊江島，知念牛助氏 (M.14)〕
1 ti ts i 2 tats i 3 mii tsi 
6 mu旦l 7 nana旦j 8 y国旦上
80 pach i ju 100 tyafu 
〔久高島，西銘カメ氏 (M.30)〕
1 ti ti 
6 muti 
100 pyaku 
2 ta ti 
7 nanati 
3 mi i ti 
8 yるti
4yutsi 5ihitsi 
9 kukunutsi 10 tu 
4 yuchi 5 i迎chi







5 i titi 
1 o tu 







7 nan a tsu 
3mii吐且
8 ya早




ti i ch,i が ti i ch.¥!. にな ったり







〔名瀕地区，藤村政暁氏 (M.33)，恵原義盛氏 (M.38)，屋井常三氏 (T.3)〕
藤村 恵原 屋井
1 tl i t i t l l t S j ti i chi 
2 ta ti tats i 五chi
3 m Ii ti mi 1 ts i m i chi 
4 yu ti yutsi yuchi 
5 1 sh ti its ts i ishchi 
6 m5tl mots i moch1 
7 nanati nanatsi nanachi 
8 yーati ・ yatsi y百chi
， konoti kugunuts1 kunuchi 
10 t5 tu tu 
恵原氏によれば kugunutsi は kufunutsi とも kunutsi とも 言っ たという。また
屋井氏によれば y云chi を yatchi とも言 ったとのことである 。
上の 3人を比べて，個人差なのか，地域差なのかはは っきりしないが，年代順に見て ，
ti → ts i → chi 
とな っているようにも見られ興味がある。
なお，この奄美大島は鹿児島に近 く接触も多か ったからか， 10からあとは 3人とも，
jiiichi, juni, jusan, 
と言っ たと述べられた 。
ただ恵原氏だけが，昔は
11 を tutiitsi 20 を hata
と言っ たと付け加え，更に恵原氏と屋井氏が
100を momo または hya
と言 ったと述べた。
〔徳之島，泉重千代氏 （K.元 ）〕
1 ti i chi 2 ta.chi 3 mi i chi 
6motsi 7 nanatsi 8 ya早
〔徳之島，小林政秀氏 (M.37)〕
1 ti l ch 1 2 tacht 3 mi i chi 









1 0 t i 
なおこの泉重千代氏は，日本の最長寿者であって慶応元年生まれ，調査当時 113オというこ
とであったが，発音にやや不明な点はあ ったものの，し っかりした応答をしてくださ った。
11以上の数え方について，泉氏は
j i i ch i, j i n i, j i s an, 





tu-tiich, t 汀— t五 c hi, tu-mii chi,......... 
と言 っていたようだと答えられている。
〔沖永良部島，日置みね氏 (M.41)，永吉毅氏 (M.42)〕
1 ti i chi 
6 much i 
2 t百chi 3miich1 4yuchi 5ichichi 
7 nanachi 8 yachi 9 kunuchi 10 tu 
そして 11以後は，
ti-tiichi, ti-tachi, tii-mii chi, 










90 kukunusuch i 
ただ，残念な ことに 21は hatachi-tiichi と言ったかどうかについては二人とも忘れ
たと言われた。
〔与論島，竹下茂徳氏 (M.37)，野口才蔵氏 (T.6)〕
1 ti i chi 
6m江chi
2tachi 3miichi 4yuchi 5ichchi 
7 nanachi 8 y云chi 9 kiinuchi 10 tu 
そして 11以後は，
tu-tiichi, ti-tachi, tu-miichi, 






1 pitiitsu 2 futatsu 3miitsu 4 yutsu 
6面tsu 7 nanatsu 8 yatsu 9 kukunutsu 
そして 11以上は，
tu-pitiitsu, tu-futatsu,...... 
となり 20 は patatsu となる。そして 21以上は，
patatsu-pitiitsu, patatsu-futatsu, 





40, 50,． ．．についてたずねたが，それ以上は upata (たくさん ）であ ったと答えら
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れた。
なお， 100 は mumuti であるが， 1000にあたることばは無いようだといわれた。
〔多良間島，渡久山春好氏 (T.10)〕
宮古島平良市とのちがいについては， 1を pitiitsu でな く ptiitsu ということと
100を peku とい ったということであった。また， 101, 102, 103,．．． のことを





1 ptii zu 2 fut云zu 3 miizu 4 yuzu 5itsutsu 
6 nzu 7 nanatsu 8 y云tSU 9 kukunutsu 10 t可
大松知良氏 (M.41) 
1 ptiizu 2 futazu 3miitsu 4 yut SU 5 1tsutsu 
6 n tsu 7 nanatsu 8 yatsu 9kukunutsu 1 o tu 
この 2人の発言を聞いて mi zu と miIt SU の間には微妙なちがいがみられるが，あと
は大体同じであった。そして 11以上は，
11 tii-ptiizu, 12 tu-fut云zu,
とずー っとつづいてい く。そのあと，
20 ninju 30 sanju 40 yunju 50 guju 60 rukuju 
70 shichiju 
であり，
80 hatsujii 90 kunju 100 pyるku
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〔竹富島，土勢頭亨氏 (M.43)〕
1 diitsi 2 datsi 
6m豆tsi
30 sanju 



















3 mi its i 
8 ya t SI 
40 shinju 
go kyuju 










2 futats 1 pstiits 
6 m5ts 
90 kunzu 















































1 pi tits u 
6 nt SU 
7 nana ts 
2 fut云tsu









9 kukunu ts 
50 gun ju 
I 00 pyaku 
そして
7 nana tsu 
20 n i nju 30 sanju 




8 ya t SU 
40 sinju 
90 kunju 
4 yu t SU 
9 kntsu 
5 itsuts 









I 00 pyaku 
60 rukuju 
であ った。
〔波照間島，登野城寛宏 （M.39)，西白保八重 (T.5)，貝敷文雄 (T.5)〕
南西諸島における「数の数え方」の調査(I)
1 ptutsu 2 futatsu 3 miitsu 4 yutsu 
6 iitsu 7 nanatsu 8 yatsu 9 hakonatsu 
20ninzu 30sanzu 40sinzu SOgunzu 






80 patsuzu 90 kunzu 
5 IS SU 
1 o tu 
60 rukuzu 
100 pyagu 
1 tutsi 2 tatsi 3 miitsi 4 dutsi 5 itsitsi 










90 kundu 100 py云gu
調査の対象にな ってくださった方々が，かなりのご年翡であるため，忘れたとか，多分とい
うようなことがままあった。しかし，できる限り正確につとめたつもりである。
このあと，名数についての調査，算数に関係のあることば等についての調査結果をまとめて
いきたいと思っている。
思いちがいや誤り等ご指摘いただければ幸いである。
